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Al 塩酸水溶液 -DBSA有機溶媒溶液系に沿ける鰐元素の行動

Distrbution of Various 1on6 betweeηDBSA and Hydrchloric Acid 

日本原子力研究所 0石森富太郎中村永子村上弘子

Tomitaro 1shimori， Eiko Nru{a皿!rnand Hiroko Huraka<ni 

ドデシルペンゼンスルホン酸(D B S A と略す)をジエチルエーテルと酢酸エチルの等容混合溶

媒にとかしたものを有機溶媒とし、水相(ILは塩酸を用wて、各種金属イオンの両相への分配状混在・

しらべてみた。金属イオンの分配は、すべて放射性トレーサーを用wて測定した。水溶液の塩酸滋

度をかえ、各酸浪度(IL主fける有機相と水相の放射能を測定して、分配比をきめ、分配比と酸濃度と

の関係を検討した。

トレーサーの純度は、 r線波高分析、援変曲線、アルミニウム板による f線吸収などでたしかめ

た。塩酸濃度は、 0.01耳-2Nの比較的 9すいと ζろで実験した。有機希釈剤、それ自体による金属

イオンの抽出があるかどうかすべてチェックした。とのような抽出がな柏原!10.1 N-l N 隊近の

a.cid dependenceはイオンの原子価と直接関速した数値をとるようである。

一般にとの系では分配比が殆んど 10-2_ 101の比較的せま W範囲にはい b、二種元吉誌の分隊には

特に便利でないよ舎である。しかし、前述の a.cid dependenceと原子価の点につwては、銭イオ

ンの原子価の決定などに応用できるであろ号。例えばコバルトルーテオ塩では、明らかにマイナス

Sの勾配が得られるなどがその一例である。

との研究で用wられたドデシルベンゼンスルホン酸、 b よぴ有機棺(IL用いた酢酸エチルは比較的

水にと貯るため、よりよ w有機溶媒の発見、および類似スルホン酸についてしらべるととが藍まれ

る。スルホン酸としてはよ b水にとけに<<、普通の有機溶媒にとけ易い性質のものを開拓すると

とが次の課題である。
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A2 塩酸ー I%TEPOトルエン溶液系における踏元棄の行動

Inorganic Extraction 8tudies On也eSyatem of 1% TBPO・Hydroch1odcAci.d 

日本原子力研究所 石森富太郎 渡辺賢寿 011高野威男

Tomitaro Ishimori. Kenju Watanabe and Takeo Fujino 

T B P 0の p ルエン 1%溶液と塩酸の系について、種々のイオンの行動を Na.から 50余積の元棄に

ついて、ひろく検討した。水溶液の塩酸濃度について、 1.2. 4. 6. 8. 10. 12.M の~点をとり、とれに対

する有機相と水相との関の分配比を求めたo V> <つかの元素では化学形を明瞭には定め得なかったが

出来る限り最も普還の化学形を選んだ。分配E告は放射性指示薬を使用し、両相の放射能を測定して求

めた。 r-emi七七 er はなるべ <T線で液の一定量をとり井戸型シンチレークヨンカウンターで測定

したが、それ以外のものは試料皿上で 9線、叉は a線を測定した。放射性同位元素は一部は輸入した

もの、他はJ" RR-l で中a佳子照射後化学処理して得られたものを用 V> た。適期律表上(/l;.:å'V> て、~

元紫の分配比は、その族につ V>て、かな Pの規則性が認められた。例えは、 Na.， K， Rb， 09.などの

アルカリ金属の分配比は非常に低〈、アルカリ土挨のそれも低加。 Zn，Od， Hgでは、酸の濃度が大

き〈なるにつれて分配比は小さくなり、 Or，l4o， W では 6M程度の複酸温度で最も大きく、それよ

り酸が濠〈ても薄くても小さ凶。叉、ランタ=ドの分配比は非常に小さ加にもかかわらず、アクチ=

ドのそれはかな b大きいととなどが認められた。

数種の元棄につwてそれぞれの分配比と酸の濃度との関係を比較すれば TBPO一塩酸系によるーそれら

元棄の相互分艇に適した酸の濠度が求められる。との系と 100 % TBP一塩酸の系を比較するとそ

の a.c id dependeno a (ICつ wては、 TBPO一塩酸系の方が低wけれども一般に種々の元棄につゆて

かなりの種似が認められた。
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金沢大.;;'f "F .fJl'化学 o本羽語't事 中村孝一

o Toshiyasu KIBA， Koichi N.AKAMURA 
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A6 シユウ酸添加 HDEHP抽出系につwて

Distribution of Some Metal Ions in the System of HDEHP vs. Nitric-O踊 licAcid Solution 

日本原子力研究所 木村 幹

Kan Kimura 

ピス 2エチルヘキシルリン酸 (HDEHP)は、ウランー重希土などの拍出試薬として知られでき

た。耳 DEHPー混酸系にお出て、ナトリウムからアクチ=ドにいたる約 50種類の元棄につ wて、

酸の濃度を変化させた場合の始前率の変化、試薬濃度を変千色させた時の抽出E容の変化を、それぞれ

しらぺ、さきの放射化学討議会、分析化学討論会で発表した。その結来、有機属として、 50%H 

DEHPートルエン溶液をもち川水層を lN-O.05N塩酸酸性とすると、ウラン.希土類元素.ト

リウム.プロタクチユウム.ジルコニウム.鉄.インジウム.ハフニウムなどが、それぞれ抽出さ

れるととがわかった。また、とのような低酸度にお W ては、塩酸を、硝酸、過塩酸に変えても抽出

E容には、多くの場合たいした影響がない。例えは、希土類元宮誌につ W て加えは、ほとんど問じ抽出

率である。すなわち、 50%試薬溶液 lN-0.05N酸系をもち肌るならば、ウランとジルコニウム

の分離は、不可能であるととがわかった。

今回は、そとで水層を硝酸酸性とし、とれにさらにシユウ酸を添加した場合についてしらぺ報告

する。まず硝酸の濃度を 1N， O. 5 N， O. 0 5 Nと変えた場合についてみると、 1Nでは、ウラン

の抽出E容はあま b変化せず、プロタクチ=ウム.ジルコ二ウムの抽出$は 2-3桁減少する。 0.05

N t'L :2' ¥ρ ては、ウラン.希土類元素.トリウム.プロタクチニウムなどの抽出率は、すべて 3-4

桁減少する。とれはシユウ酸の解艇の影響とみられよう。次にシユウ酸の添加量を 2.5%-5% に

変化させてみると、 0.05N酸性では、シユウ酸 2.5%ですでに抽出寧が減少しつ〈し、 2.5-5%

の範囲ではほとんど飽和的状態であま b変化がみられない。 lNt'L.i:i'1/>ても、 2.5%シユウ酸で、

ジルコニウム.プロタクチ二ウムをどは、抽出率が減少しつ〈す。とのよ1}t'L抽出率は一般に減少

するととがわかったが、抽出率の値から1/>1}と、ウランはシユウ酸を添加しなゆ場合、 5Xlι16

であったものが 1N， 0.5Nで 102以上 ，0.05Nt'L.i:i'1/>て 20-30 でまだかなり 高〈、それに反

し、ジルコニウムは、シユウ酸を添加しな W 場合 102以上であったものが 1N-0.05Nで 10-そ

またプロタクチ ζ ウムは、添加しを W 時 103以上であったものが、 1Nで 3-6 ，0.5Nで 1， 

0.05 N で-1と減少の割合が大量悼ととがわかった。

な治、拍出$を求める方法はウラン，トリウムをのぞきトレーサーを用いるラジオメトリーによ

った。照射ウラン硝酸溶液からウランを回収し、ジルコニウムなどから分離した実例も併せて報告

する。
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A7 γセ今ルアセトシ1LJ:る Zi-Nb-95の落現抽出去の非合計

S七udieson the solvent extraction of Zr-Nb-95 with acetylacetone 

東北大学理学部イヒ守家宝 鈴木イ言明 0大 森 義
Uobuo Suzuki田ldTakashi Omori 

アセ今)]..，アセト二~E 用い亡無坦体の左 -95 dすd:()..， Nb-95 の胡泊去を検討し民投.

Zy-Nb-95の相互クト離l亡皮伺した。

Z(-95 およ'u-'Nb-95 のまt斜落荒ld:.あら Fδ d)放射平衡のZy--Nb-95 Sュウ酸ヨ在

来B.用い，珪イオム主換去( [)OWe)( 2 X-8，諸布陣。1: I M温 酸 十 0・01 門 Lュヴ酸)吉

田核理主Eグト離し民投杭一泊酸壮梓J あるいは酸ノ住居斑酸刃リウム溶融芭得只ものを夜間し

又。

殺事を舎をイオ;ー強度一定の酢酸塩犠衝芳子荒 5 ml 1亡， 20 % ア セ4 ルァセトムー r;ロ

ロホ〕しム芳子飛 5ml を加え， 1-2ぬ根日まちる。両相をの轍手全 元く祖の pHを制定し‘

井戸聖三 L与しー乙ョこ〆カウムターを各相のせ鮒能18.;質'1定する。

乙の会イ牛互 l苫， 一回の堤イ乍さ， 2y--85 1;; pH 3 -g '1歪 9<6'%. Nb-95 1立 pH::z. -5 

-e90 %ヰ白出否きる。

坦出落現として、 パ Lセご__.. キミノしよ/， 四塩イ乙農案， つ口口7¥二ルムr 彊イ乙チ与しん. メ

今 jしイフヲチ)1..-ケトシ‘ イゾアロロルエ一子ル，酢酸イゾ γミ)し， T 8 p， ケ口三二/Iごつ

いて調パ尼が，間報糧宍ウ口口万:JL 1..1.，塩化 F 今しんが最~さある.

事存温事委 ζ して.塩化ナト 'Jウム，硝酸ナトリウム.硫酸γふモニウム J)ι 酸ーポ案

ナトリ門l:>..，今オミノアニ酸刀 'Jウょん温酸化水素，酢酸ナト，)ウム， 乙ュ 1勺酸，ワ工ふ酸

ヒドロキ乙 JLγ?こ/， EDTA  (ニナトリウム塩)を差んきその都警を非合計したが，酢厳

軍 I~ ほどん淫動警を与えむい。 シュ円醸 1)工今酸， E D丁 A ;p，.J (:A' ')ふ醸彊が存在すは1

1";;)":， i百核種畏ほとん冶抽出~ vI¥ 'Jい。 Nb-95 I可 ー 椴l亡笑存塩類の都響力、・丈きい，lH1雨量イ乙

氷案が存在すt.lll手， Nb-951す会く 1由出さ山 U いが， Zr-95はその 3震度が，11さl丁山 lすー ほど

んZ雪辱今容を脅 rrυ い a

有機相!と描出さJllFe白根種¥"d， 1 N 以工 の 航 酸l亡J:J)米相 lζ 益抽出さきる。垣間生硝酸

による盤コ包出 l芯国事墜さある e

と¥Hら♂結果をもど!と 晶酸イヒiI<..衰の存在下さ， 2-(-Nb-95 s ・7放射イビ'寺町 i亡純粋cJ

:ZY' -95 "E定時 l乙グT慌ををきる a
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セ:r~11N1 の&-識に法 1i 柔 ρ 政 NJ マンザン K 占ゐ.f-:5.毘怯， γγA 楠弘 1ゑ応ピのごF到のち止t1をた

が， マiA"c'z.，rz寺前品か島す h五島k-K \~シユヴ鍛ぁ、占 1f'五九謀長り耗オます針ぎれず， !;ト哉の情に

あわかじめシ升勺徴主介負手写ゐこ区が泌事 k宅l}tτ、¥ゐ. 三/，少ヲ務員の占ト婿Y-.¥主/白紋 K崩銑

-J.!級A6#-t ~ゑぶ剤、、ちれてのゐぶ， このガ弘て・ 1吉シュ勺骨量介解の、終*iド首月りか1.，"i，r '-.， 

そのうえ J主将前邑浮すゐ.そり K~ オずが足首前主義決ず .. r 6、i'ii.市犬めががふ併記起してヲ

ジ才づロイド主づくる応般があゐ。

シ少匂級 1吉正化鍛匂男量処ヂ妥主行 id~会 1誌に_Rづ浮世奇 1古1 y.:必需キ雪止t 古矢 ρ 汗グナメミ来五九級品

決守 1.."yiえであるため，倒1](点ト併を起すあ、埼れも泊、、. ζ のため弟ゑ乃は玖/副長の Jきがぶ狩

ぞれゐ占うおジ Jレフ~'1ム-45 t ;シ才デー刊の相~\ hi'弘法主 t老夫、、 k弟 L て放討した係業

， ;:;_:t l'が媛、、私自員長液昨今フヲボ)/1レのジイゾ 7・・ナルゲト γ5~i持!...y.::主ってらあに初品ぞ

れゐこ主主抑れ これ主戸高、、てジルゴニ会 1 ム k 壬汗ず k のみ~ z払 Jr穴。

シオデ l立法島綴券求よトウグイフプナ jν サト;;.ii手私でも抑必号止Lみが， 3 Nで・4-'8%} JON"(、、可7

Z繍lYiされる K 苦ぎた、、. 0，02 %のブヲボ)-)レ&-%，むジイヅ i寸 1¥1'rfトン五湖、、て初出

主竹った彬 J手法 81'11."q2弘， 9NでqlJ%， JONで%%のジ:tグが械必され Fと.ブヲ先亡、)..-Iレ主

0，1 % ~事れ lf qN私曲主義次11'ら qq弘の 3 才/1.戸棚必ぞれゐ。

こ勾~~キ T 泊デ Jレづ~ヲムもか待?寺前出を;h. . ~N }.Y--)二の各政務次小り 85~ß1% の減品牟

ぶ乙ちj}tf:: . しかしジルヨ五ヲムの粉t..泌氏首長喜た湾 EDTA 目指か仰に占って 13% 君主 it~ て、、

料払~ i.押キゐこ kがて・をゐ.

1 N }.;)..千め舟鍛， 0，1%のEDiA，シユウ臣家， 5頭活費員、書、、ずれも 5・才 f の禎白色~馨し fJ 、、.

~ :ff !す K~湖~守れたニニ:tグ l~ 0，5% のシュヲ歯車券;交でふつもど‘吃ぜ 1¥銅で克彦事'EK iに

f y.::婦~ ， lN派j微で l~ 1 1到のふりも Yしで 83z'がぶfy.:移る.
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A9 ニ ト ロ γ2レルテユクムオキミ/γ唱L句 5怠媒抽乞

手め叩切払μ芯的í <f Æぬ~hVnJ，ω 勾~.

.:lr.款大寺理}特F 英害予ス輝・主主主主ラ青 .0表別ー犬

山寺介堆石森王室ζ 降水叶ヰ彦
f--hioJivut 0に山w 乙サ~μ 工 Wiijl帆A，. k'¥}ω 腕鼠L
山内/JTY<仇 M批 T杭~エぬ似.μ刈必バ‘仰O..CA

核φゑ!生成坊の重要点令て‘あるルテ=クム|主 3 稜雑@化学b惨事 E示 f九支で、あるふf〉

持 Jニ7主8される勺 It.l今ニト守シルイt令坊 が半帝lニ守xで， Z主高 Lやヰく J がつ幸通寺 Jレ

アニニウム化合物とぽからり宴フ足考与を占 Zずることである. 乙司よヨ会長 Jご関車打研究司

ーっとしてニトロシ Pし1レア=クムオキシン塩司奉瑛柑llie ~需品/. >加蘇・周両氏の報告 (1)Iニ

イ立づ τ行ったルテ エウ ムオ キう ン塩 ち悲 楳柑去弓結呆と比載し I三.

ニトロシ Jいレアエウムオキシン定申場令IZ1h 悲鳴とし7:..7 DTホルム喜塁ぴ‘ pH 10 

て‘オキシン上l..">孟拭 hよぴ神乞を 11'7 た場合tζ 最 tよい結果が伴うれた。一方 Jl-ア=タム

オキシン毒。場合tユ1ま，加藤tvらの報をの iむ最北pHI事 4向るで、みコた.

宝~ 1) ユトロシ JレJレアユクム吉輔の嗣弘:ュ酸仕 JLテニウム a"J<_献仕方ククムヒ i車

齢1 7}< I-=.蕗か し堪載さ抑え τ塩代物海燕 kす孟 q =仇 1"-汝針栓塩化 Bしテ 1 ラムラ士踊量~ì:おìk

Eがえ J とド‘ロキレレ7 ミジで‘JIぇ後J 一酸ィと宣う~ & ili L" J F1.e:tcl，eγ るう才i去凶 l手tJt)て

ニトロレルJレテニクム Jkf責化物ま祥事. ユれ喜';2N塩酸比率かして吉紗斗とする.

2) 抽忠操作:試 軒 恋 末 比 0・5"M オキシンー 6N 酢酸蕗斑を抑え) 7/<般化ナトリウムでpH

E吉岡詩 l) 弘主 ιめ τ才キレ〉主革主主L民ざ吃る. ニ今主p4主海謀 e~、リませ‘・ τ A-;fB 令放射能主

B吋札 At~ι 剥製予ンナレーレz ンカクンアーでI員'1足すし

盆~ i)本楳勺 i窒吠:涛 i表 j乙汗ミすよ;， Iこ ， 1ロロホ JL-ム p シクロヘキサノ-， イツ

7ミル"j'Jレコー Jレ今場イト 1::.;t 11 抽訟苧が‘イヰ 5h克が¥後=者 lまオキレン土孟と手フて日伝い

こトロレルレヂユウム E茎 U くらか抽去す上 主) pH "J 1霊吠:ーキ z表に示すよ.).1εpH 

10τ、、暴もより結果 }]¥"t尋bれ t が，一岐に寺注しの 3レア=ヴムオキレシ土革よリも千除去苧 1.伝¥¥，

D こトロレ JレJレテ=ヲムオキレン串ゐ主 U‘ ル デ ニ ウ ム 才 キ レ ン 事 勺 ク ロ ロ ホ ル ム ー 水 溶

捉相同町介酎徐敦:各 2 弓屯につけて抽H主主くりかえした総泉，号れぞれ司最岨<j>H I~;);、

いて qo士30 d守主ひ"'"2 0 00γふるニヒがわかフ九.

うわ i参 ユトロシ Jレルテユウムオキシン患のみ由E比j

落 媒 1 pH 4 1 pl-j 71  pH 10 

?r:zロホルム |λ6 .((0.01)1豆吉(<仰1)1 f(. 

四塩化良素 ld，/7(<川 )1/.1 c<o.of} 1/， 
ぺンゼ、ン 10.9=1{ c<川1)1:(.0 (<0・01)1 s 
L クロヘキサン 1 0.0<; (<<0.01) 1 0.1 J (<<0，01) 1 o. 
Lクロヘキザ/ン 1/.8 ( 0‘D吋)1 .3.Z ((>.03) 1丘
エチールエーヂル 10・28(ぐ0.0川白叫!川)川10，9 C代<0.01)川1/ 

イソア三，レ?Jレコ一，ιレ-1'2. I C 0.0(1) 1 f. ~ ( o.。牛)1 6 

-* 2 条
TH I~ よる分母E比司変化

H ミトロレル11.-"';:''''' 3レテ』ウム
ヂ(<0・01)

pt1 IHCl ititdHt¥Oliお慢 HCL F~~ぬI\tI~泳1た
ぱf足。.01) 

ヨ ー N J8 -・・h
主(ぐ0・O() 

4. '1-.1 3./ 81 6'1. 
。マC<。‘む1) E ふ白 .J. 'i ノ:n 62 
<1 (0.。ミJ

6 6.3 I 3.9 l// 士き
o (叩| ワ 6.6 I <<.t" 主7 1，(2 
t./. (ぐo.DI)

8 7.之 6.~ .2S 2.2 

(に与リの 安悶験恥下←てU山 l巾一古

町 2注k鼠成c_， 7不i";先E企 「ぜずピピfい f辻 ヲ -てt 空分n画量-e，t-陀tt. 1倦!?;<. 号 、で

かつ L 肉 t司主才キレ:--e甘U え耳存孟"て‘町毛s気r，，三久烈屯z聖

q 8.2， 7-守 /8 1.> 
¥'詰 1ロ 13.7 ノ.3.0 1手 /え
L 1; A寺. 11 ?O 70S' tJ ? 

• 
(1) J'・ Z柄引3・Nu.cし仁heY'l¥.， 1..， ~'lR (19H'). (2) う~ 3回 放 射ft，学封吉命令 Clqsq).
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A 10 襲、 tJLイふん司』各々来柑~ it..../: t吾令書誌

d匂~仏〆子ふ以仏万元μ Au --'1 SOÁ~ t:仏 ()..cJtWt

東北丈ぎ・全m f童話手会 Zへかネ&街活三号39井村主義
}j_':砂山ら1;'，込hムル S"，~')Hゆが ，s.;:tó， t(，必ずμk以ふJ・

マT -1 j ロトロ:..-，三よリ加蓮 1 f-;. 7.ロト〉主命令 9-Y' '7 ~ l' 守良書r( " '.主1;，(. 1 花江

骨1hAtA主データ 7 ト ι事 1; 玄，f<_.史認 l凡佐治化物.M T i$f"重量エ今 w拘:l).， 'Ur、、混乱0{$.んを

1専T ノ:れ主制粁'" l 1:接、担保;lu ')準化物 J 協イも物 J 事イ仁拘九品-c--V士ィ仁刊主イ宇~ハロゲ

Lイヒ.)くを碓 4く路!a.t>' i，勺~;fま羽才、ずる-rt '. ~音 I釘弘}弘の検討i<. ~r つ色。

~r:!; ， ;11，¥ ~パI? "." ;. ..¥L切の HF，H CI ， HIJ， > H工勾告}1J， 3N， tNJ/(.応泳 s_，.J. を tツ::ff手元'

時 4まい"イッー 7
0

りも0 ルヱーラル
3

井争ル - A ') -ゲ‘ケ tレケト:;...， 1'~ wy仲つ-.... 

，詐画主 )'\'~V .l 工今仲:I- - r 1"-" .1 能面主主 LrIレ今 %5明し 五 l羽、> (' 1 ~ト J訂 Z居lt~主役， :f市弘4ト融

l ('宥拘屈のみ弁才能:;f，主主 γ紙 L シ今1- - "ヲ〉方う:- Ý 一主用、，主仏涯で!~.) il: "k f"t、、

あ勾あ勺勾 ~Iまイ牛 T 勺抽 k 卒主比較検材 1 民-

Z 勾結果マ F ロをヲル q 偽令 k 裂が刷ι 色め μ 勺 f~ 令也'i'tt..、すれや も{削千tJ経有利'

生制定l' 対 1iI孝一的1"l 1;' 1:.ん"'-・向 l~ ，-ムヮ， 本化物 ;先イLr~ l' "iJ' ，> (' I~ 拘止年 q .lt今以}弘通

にお穿 t れ..;0'噌偽;北物事} (t.' 集 ~L 杓 1. 此較的 h 石勺l'~零 'lI'- 少々、‘。メ守.....，. ，( ')ーフ“今ル

ート:...).、示、 lli--7 ¥ "" T ....つ-..，. tÎ-翼1旦A事A此勾守由:r"1< ~~ lマ干名 Iot._:t1J屯除("ロヂ/，.-..仁灼仕

有初 ?ι 吉 。 l-fo ， 3j! ~L 拘fl... jす 1 1 イリーフ0 口t，" w :z:..ー? w p 耳、ま+叫扇F画主"f'i 札口 t~守由

:l:-" 色、、1. 'l蔽 L主主 1:よきお智_"，-丈: .. ¥母 -z-) I l-I -kBt叶JoJltJ IM104-， Hα0+ 1，ょ1:"t念、司

令の加え τ寝室 f耳レ}霊友 1詐は能成危が 6弔1Ml'ηs ょうれ 1 7'拘 k専の搾討を行ヲ詑

ιこ 3 6 N - HBγ 気持派 γ~ 4唱~ ~草 L " z>' ~ f= I~ 括れ Jえ L 勾抑弘与を手 I "(0、
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A 11 石月駿:::t-来n、らの希主要員三東のアミ L抽 ill及ωP会イ布ン夫?央 kつ山て

A品凶'Aj&l1 A-M-町、 ExJ...岬ヂ μ~ A明ーもPÞÁa品<J7t- 吋~岨[;041._ Eム曲中品加品品

。市川 富士夫 宇留野仁
日本射力J研究所 F匂一。 1仏 ικMザι )Jむ仰い Ur山凶

者「しい落時、羽虫剤1: L lアルキルアミシが最辻盛んにAlf)主ミt(tτいる。プミ〉による袖

蛍 r;t陰イ耳ン~衣 κ 基L.. 1:.もい 1.れ来状碕イ 1 ン主主実体勺別_A，もめる。 しかし当の荷積 K

つlI¥(' r;t尚研克の余地がめる.三事活らは粛|こ甘， 'Pa..， 1h.の F金イ方〉支換1:.rミシ抽弘の比

較 E 行ヲ「之が‘ヂ図 1. 石月酸互主戎今の希工類元来 I~ つ帆 t 陰 1 -1ン丈手歩、. ア三シ干由虫 b、手〆

T 13 f>袖弘色付って比較検討し Ko 希主婦の試料 1-;1輸入アイ 1ノトー 7'まv:..l"d J尺沢一 lγ 

tf牧 3眠射 L -Z 1ドフ fζ アイ Y トーア主.J司 V¥. )ぐりチテ煮て Kd E..鴻11えし k. ア三:.-rJキ販の

干h ー 〆 凡 -0ιiylι乱ん出 t三也7 o. ::-) A骨 cbe..r-Iite LA -2 ( ユ体?と~) pγよ鮮祝日十T

( -紘ア三ン)の 30 必ケロシシ落戎 E用 仇，樹脂 l干 Dowは lλB主役コた ， t N 司崩

職事事業吋らの希之の相府への Kd 1. Lι昔、 Sq-d昔で身ま義号の}喰κ誠少し丘rd司、ち之1.KJのゑ

ドゲ凶方. T13 P 楠広の kolは 門c-ka.yら勺示 F主]d)車E番 号 ι夫氏噌久し刷位申、

ら増夫の度令官ごモ、熱る。 アミシ相会ていは J>'r<れ en -:]11-了の場命日陰イ才シ女竣樹脂

と1司じく尽三子番号の噌カok.共 κ若 Lι μ ず減少する ;J A脅しん/ite LA -2 1-ゴよぴ Tr-卜
件似'-J'品川町の場合 1;11重力、可可ごら減少ゅ傾伺がめる。 hUこの結果世、ら五月蹴落手魚川の希

之瓶元衰のアミ〉抽公 J""J TBP 抽Jh.よ~ ，[，心 Lうi安イ才ン支捜.，1<.熟似じて山ると肌う撃事「

剰っ k。
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陰イオン交換樹脂K対するポロエウムの割前動

Anion Exchange Behavior of Po1onium 

敏是行 .0川島矢島聖使，柴日本原子力研究所

電気通信研究所

A 12 

Seishi Yajima， Koreyuki Shiba， Toshi Kawashima 

ピスマスを冷却材とする半均質炉の研究の一環として、ポロエウムの速続除去法の研究、炉材料の

防蝕の研究念どをするに当つては、種 h の元素からのポロユウムの分離が問題と念る。そこで先づ種

種の溶液I'C$>けるポロニウムの陰イオン交換樹脂K対する挙動を検肘した。

ナ~わち、ポロニウムの溢酸、硝酸、硝酸アンモニア溶液、;i:らびに錯塩形成剤を合 tr溶液に会け

る陰イオン交換樹脂K対する分配率 Kdを求めた。しかる後、その KdI'C基づいて、電気化学的性質を

利用し難いポロエワムと水銀との分離に陰イオン交換樹脂を用い良妻子;i:結呆を待た。

Kdの決定はパッチ法Kょった。ポロエウムを含む所定。組成の溶液一定量を共栓付三角フラスヨに

とb、とれK一定量の陰イオン交換樹脂を加え、一昼夜放置後溶液相を分離し、適当念溶液として銀

円板Kポロエウムを析出させ、その a・Ooun'tingを行い、それからま4を算出した。

一方、ポロ Z ウムと水銀との分離に用いたイオン交換樹脂カラムは 9圃IX3シザ 50圃のもので、常K

新しい樹脂を用い、使用前K:Oond1 t1on1nsを行った。

とのよう念方法で得られたい〈つかの給果を次のF1g 1. . F1g 2. K:示した。

F1g1.の lは注酸溶液K:$>けるポロ=ウムの Kdの酸演度Kよる変化を、 Eは硝酸溶液、 Eは硝酸ア

Wは水銀の硝酸アンモニア溶液I'C$>ける Kdの変化を示す。念 b 、カラムンモニア溶液のそれであ b、

を用いたポロエウム

4M NH4N03 

h
4同
P
H
4
0
4

と水銀との分離の溶

離状態をF1g2. K:示

した o F1g 1.のKd健

から、水銀とポロニ

れば、先づ水銀だけ

溶離されるととがわ

か b、カラムの実験

ウムは、溶画監剤jとし

て、 4M阻f.ND佐用い

l弐O100 
E1uete 。f

R口

Volumes 

《， 1.) '‘ 、? ~〆句。
Mola，..ity 

。
結呆もよく説明され

Fig， 2‘ Fig. 1. 

値が大であるにも拘らず 6M 国ω~8M 町o.で溶離される。
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A 13 
下会イ才ン交換樹脂による刊TG ピIO"Rv。手予言左

手εp昨姉恥 J 刊Tc =d IP"Rυ 。孔 4nhm E叫 /'a孔'1'-Co/v>>t;< 

危uヱH五和'Y1司.!;~十町 E可島主主F
T.roυro KAWASHIMA 

ヰを骨現住民勿~' ;づT韓 l 1三 qq1と Id: )OhRυE 伴うエヒれ予、、小、 loh むの除去はそ内袴穀 B

K 吟性のド竹下非常¥::.函灘 Z みる。写書¥;l:"!王 l二イ才ン矢唆 R更E 用"c刊 Tc 町精理器 E試み

TJ)小、 :t '"に商羊 1三和11事で主 3 イ才 γ え平要請耳目旨 1ユよ 3方 1主主検割 L R a qqTc_町喰イ汗ン去と

2.) l') "-J 
撲は Ic~; ~"-WlX- ，松う応 Hw(f"，a:礼 b ¥:.よ〉 τ幸臣官とす斗L て玄‘ 'J、 そ 4 長}ニよ 3 と D~ t l "t< "T"門

書離いは rttw~ ま]:< ¥J ¥-jα04-王用いれ¥;1:よい。-;f丸内 4才 γ え喚 1ユ複雑で、 1怠'1号イヰン
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E苛二 L ]:<。

2 令務 l主友~蕩子 i~ ~λ / /'1 H /1/0..3 ;，参ょk!:-- L ?: Dow.ex /-x8 

( f /n腕九作1ft"')1ニミを L (1~"'";'o "， Q). 0， 1 吋 1t¥ H ND J Z' )Ob ~v t 

事L!h古 tてか長 bH H ND3 1<耳7いて什Tc玉泉輸 L以倫

き‘ ioχ町 WbR，υE 令む完~}Zト参議 E 伺いド(守、 M 普支れら

Z乙'h化工測定_i 't-芝、事前しr;<qt-r.ιの+Y-I，，̂Iiσ'" r=-11ぅ"bRv
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A 1-4 
忠良クロマトグ‘ラフ 5去の，抗究 YJr. STP'乙主る FPの少離

S七udieson the focussi tlg cbrar阻七ogr司phyV工工. s<司paraも，ionof fission product 
by Sl'P. 

広島大王里
押口日

釦

ム
ロ
"
問

大
山o

'
 

山
崎

明
蜘

佐
田

川
叫

ロ
沼
山

E
M
n
 

，t~主クロマトグラ 7 ;去 l三よる FPの分艇について;欠の諸味件主考慮しつつ検討を重向、

夫β()内に示す 4のがJ!与てあるとの結論に i呈した， ル.錯イ仁和lの樟類 i，農度、 pH( S T 

P‘ 0.05 M. 4 ~ 10 ) ob.錯解自宣告，]. ，;震度(t昆峰、 0.1M.)。 ι. 試料 FPのpH( I ~ 3 ) 0 d.. 

楳体(東秀-;，!紙、 No.~O ). e電)王均配ヒ i豆電時向(2~ 予い， 15 ~部分〉。以上の傾件。j 他 J::.

F Pの冷却期rtl‘処理可能量、 う子自在核樺の検也手段てlあるオートラヂオ 7"ラ7~.去‘分離枝

種の回定、定量の刷題等について得托夕日旦 I~ ヲいて1!Lぺる。オートラヂオグl ヲム 1 Jt JOO 

日、冷却f1Pて"十削(中央よリ }i.)の持主頬の分離を示、す ρ 2，4，5 It 1.5年冷却 FP について

通置の時巾的支化(¥5!n'.20仇 30分)を庁、し、 3 (蕗出 20分)ji斗(露出 100分〉よリ分離d阜

の支度的内容 tf下す。 G(露払 100分〉て'J見われない心 li7 (露出 16時由)のあ端てげ帯状 J:
13't1:1:':L rヲ7

E旦わ>it-る。 wの分離 ¥i完全で‘あるがら B<tによる心の定量主検討中て"ある。 8(露出 60や)

の仇， 6，c.. c;l郁の零伏の保 lま100分後に改めて作製した守(露出 60分)わよぴ 10( 12時向露出)

で|士:百滅すると tT'>ら短寿命の枝植であることがやjる。"(川)， 12(l宅3r〉， 13(1町取
〉いらも)i_端 1::.岡林の枝樺 t¥"足出古，n， τいる。

オートラジオ J"ラフ. (富士 Xf.泉フィ jレムイ吏用. 20 C. 4-分 指定主昆{象 trすっ 1三。〉

2 

エ

3 

ι 

5 

6 

7 

芭

9 

10 

II 
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1.3 
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A 16 5戸惑恥I電気 5~量'0 1ニよる F.P のを3高邑
A rapid me七hodfor七hesepara七ionof fission ~roduo七s by 

paper elec七rophoresis

方羽す後回総合石汗究附 0;可木寸正 J イ字三尺正実
Na七1. Ins七. Radio1. sci. Shoichi Kawamura and Masami Izawa 

根liJ裂生E需物のポ liJずある qLFqfkrJ13h J叫Ceま高軍な損ィ下ずあ離するの lニハぜーハ。ークロ

マ卜ゲヲ 7 がi刊いらIf'(D Q L也、 Lこの方法改寝l荊tこかな 1)諦i旬が‘ず〉る。波岩等，a"迅速ピ

し す も 筒 軍 ね :操作てツこれらの按謹をタ離する白的行戸紙雪気泳動ず有離を行った。智解

汲 t土l函石白昼， I酢l君主 J ギ識，クヱン醜お‘ょが¥これら tてアンモニアオく在市加して pHを裏えた

生のき l司、}て J;j融政能を L~ぺ fミ.ぞの紅察クヱン離および‘昨践を雪解底として 20 Ijj南の

起 請i句の泳動で二I/t~の按珪を Iiì離す否ことが出来た。方法改費洋 it飾品.5/ ， lX lf.Q c m..

を{o% t孟畷ず免王室Ltこもの i二時極倒から {Ocmの笛向h二話料 (Tr-a.cer宮の宅rJqb，lsh ゲCe

法成lニ雪解i茂また l本i以孝，二応じ‘て O.OSMSr，Zr， Cs， Ceの担イ本在加えた主の ) o，605'cc左

スポ、ゾトし 7.ラス今、yク板て‘、tr紙を時df~N氏の片面在流?k在通 L tご定 tp.槽ず〉冬 L一定電圧

で‘:20f:jj I匂泳動い副訳合ィーハ。ークロマトゲラムスキヤ γ ナ-""C・計数するが成 I土オートラ C

オグラフイーピ、分離五犬鑑をしらへとた。その殺穿 l-;tまとめるとづきrめよう lこなる。

(1) 0， O~ 門ク工ン局笈アン玉三ウ'-\ (pH 3，!i )正雪解ほとしたとを l士Pi#!ι=(，司づて Iヨ'7Cs，q~r ノ

附 CeノqS-Zrのlリ白=動主移動邑離 1;1:0-悶cer曹の話料ピ‘ l京i3'
ICs1;1: 2S.5' cm和51""，* 19伽吟eは

10 仰で、 QSZrli 原~ ，;. (jfJる。また 0‘O!:，-パの Csノ5r，CeノZr在 加 え た 試 料 ず It岬 CeIT>動主が

や〉平えな 1) 移動E離 i士 16c I'YLとなるが，これらの核謹の畑長与離~li 可能 τ.、ある。

(2) 0.1門サ7峨アン毛二ウム (pH 6‘2. )て‘ I士蔭札三向って mGI qtrJ 叫 CeアZrの崎r:畜力主持

動 E離 は~sdzzcyvtqosri土16E-mJlHCelt12c m ず QSZr1土原長 tニ留る。また担イ本在加

えたヒ主 d:qOSrとl糾 Ceの劣 離が や〉 寵くなる伸向 t封、ある。

(3) r電解L夜，::.通石蹴，ギ峨在 l司、〉たヒき l士連当な p叶を還ぺ lずノこれらの放通の中の2.1'3

至 3ャ左.fj融することが出来る ε

以上の安接続号きがら qOs...，q:Zr， 1込， 'tte'京電解寂と Lて 0.01>門クエン i強アン毛 4 ウ Lヘ

( pt-l 3‘S ) / 0.1 M昨 I轍アン毛=ウLJ. (pH 6・之)てい .. ぞれそ川与OV向叱 30V (i伽の脅庄

で、 20の向の泳動ず i五直高1l1，:: f:ji離するニと が 畠 主 た 。
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A 17 金属状水銀による 203Hgの捕集について
203 The Removal of 4~/Hg iれ AqueousSolution wi th I!ercury Hetal 

日本原子力研究所 矢島 聖 使 ， 亀 本 雄 一 郎 ， 0山岸 滋

Seishi Yajima， Yuichiro Kamernoto， Shigeru Yamagishi 

〔目的〕 放射性綾種の捕集法のーっとして、今までに、電気的により貴な元棄をより卑な金属上

に析出させる電気的置換法や、 Mainka らのアマルガム法などが報告されて w る。演者らは、希~

ナゐ紋射性竣種の指集。亡、金属とそのイオンの交換反応を適用する方法を、水銀，イリジウム，コ

パルト，盃鉛，スズなどの金震につ tρ て検討中であるが、種々の興味ある知見を得ている。特U亡、

溶液中にほとんど担体を含まない状態で存在するトレーサーは、簡単な操作によ担短時間で 100%

近〈捕集しラるととが明らかとなった。今回は、金属状水銀を用いての水銀イオンの捕集法につw

て報告する。

(方法) 0.1-2 SIの関で 6種の量の金属水銀を 5ml の有栓シリンダーに秤 bとり、それぞれに

水銀トレーサー溶液 2mlを加えて手でよく振りまぜたのち 1日放置し、そのうち 1mtをと b、放射

能を測定し、最初に加えた溶液の放射能と比較して交換率を求めた。との結果、水銀量が 0.8SI以上

ーになると交換$にあまり影響を与えをいととがわかったので、以後の実験では約 1SIの水銀を使用

するとととした。

振 b まぜの程度を 3 段階~7}けて交換l$をしらべたととろ、有意の差があったので、以後振 b ま

ぜ器を用 tρ るとととした。

次U亡、加える水銀トレーサー溶液の条件を、水溶液，硝酸々性溶液，塩漫々性溶液，硝酸ナトリ

ウム溶液などにして、振りまぜた時間と交換率との関係をしらぺ、また、鉛イオンの影曹を検討し

た。一方、コパルト，イリジウム，:i!!!鉛，スズなどのトレーサーの金属水銀へ C 捕集の状態につい

ても、上記の二三の条件で、あわせしらぺた。

〔結果〕 水溶液中では、用いた 5種のトレーサーのうちイリジウム以外のトレーサーは 30-60

分で 100%近〈水銀に捕集される。従って水溶液では、水銀イオンを選択的に捕集するととは不可

能である。硝酸々性溶液では、水銀トレーサーは水溶液の場合と同程度に捕集される。一方、電気

的~水銀よ b 卑~金属の一例として亜鉛トレーサーを用いた同様な実験では、亙鉛トレーサーはほ

とんど捕集されない。とのととは、硝酸々性溶液で行なラならば、 wろいろの放射性接種の混合し

た溶液から放射性水銀を選択的に金属水銀で捕集するととができる可能性を示して ωる。

叉、放射性核種を製造する際~副反応として生ずる水銀を除去する目的に本法が適用しうるかど

うかを検討した。鉛を中性子照射すると(n， p )反応で 203Hgが生ずるととが知られて W る。本法

を適用してとの水銀を除去する場合に問題となる鉛の妨害をしらぺた。硝酸々性の溶液~勾/mi

程度の鉛を加えて同様の操作を行なった。との場合にも、水銀トレーサーの交換寧の差異は見られ

なかった。とのととは、上記の自的~本法が適用しラるととを示すものと考える。
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鋭治のような時間町村正治 4、よぶ UOz色例報い尋問1{a尚報?忠商材炉、派坑ぞれ〈 ν，aが、
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セルロースによるウランと核分裂生成物の分離86 
Separa七lonof uranlum from flsslon frαluCl七8 uslng cellulose 

東芝マツダ研究所 多国格三 0 大弁 昇

By Kakuzo Tada and Noboru 01 

L 核分裂生成物{以下J!' p とナる)を含む硝酸ウラニノレを有機溶媒I'C務解し、との溶液

をセルロース粉末を充てんしたカラム K流しとむとJ!' p は大部分( 9 9φ 以上)セルロー

スI'C吸着され、一方ウランはそのまま流出ナる.

a 実験方法: 経 1 8 mm 長さ 1 0 閣のガラスカラムI'C硝酸で煮沸して活性化した 100

-200 メッシユのセルロース粉末 1 gを入れる. J!' pを含む硝酸ウラニルエ g を 5 m 1の

有機溶媒 K溶解し、とれをカラムに流しとむ.さら1'C25m1 の有機溶媒を用いてウラン

を流下させる.次1'C30m1の a2モル硝酸を流してJ!'p を流出さぜる.とのようにして

得られた有機溶媒 、硝酸溶液ヰテよび残ったセルロースの放射能を 0-シンチレーシヨンス

ペクトロメータで測定した.

5 ζ の方法 K適 ナる有機溶媒は、アルコーノ レ、エーテル、ケトン、酢酸エステルなどの

硝酸ウラニルを溶解ナるもので、かっ水の溶解 度 が 小 さ い ζ と(:ti'そら〈く甲骨)が必要

である.水と混和ナる溶媒はll' Pを流出ナる.

4 従来セルロー ス粉末を用いた分離法、例えばトリウムと穂土類元棄の分離では有機溶

媒( エーテル)と硝酸の混合物を用いている.そとで硝酸の影響 K ついて検討したが、と

の方法では硝酸を加えるとJ!' p は多〈流出ナるととがわかった.例えば 1 ?-月冷却した

照射済硝酸ウラ品ルを処理した場合 q 3， .;;~よび 5φ 。 併設を含むエチルエーテルで

.， p(d')は各々 1.0宍 45%J66φ 滅的した. 念~ J1 pのうちルテニウムは最もよ〈流

するようI'C~ .t、上記の場合流出するルテユウムの比は 1 : 18: 2ヤであった.

5 有機湾媒に流出ナる綾種はネプツユウム、ヨウ索、ルテニウム、セシウムなどであ奇

とのうちルテユウムは特I'C問題になる.エチルエーテルでは 1φn....酢産量プチルでは 4骨

メrチ ルイソプチルケトンでは 2 0 骨流出ナる.セシウムの流出はカラムを通過するウラン

濃度を低< { a 1モル以下}ナれば防止できる.セリウム、ジルコニウム、ユオプはほと

ん ど流出し念い.

6. 1 00日 冷 却した照射済ウランを処理した例:流出した'(-放射能の割合 (φ}を示文

エチルエーテル α42.， n -酢酸プチノレ Q 6 8 、 酢酸イソアミル α89、

メチルイソプチルケトン 3， 1 、 {全 放射能""'1♂dcpm 

唱 との方法は従来の燃料再処理法とちがい、多量 K存在するウランの異相聞の平協動を必

要としまい.そのためJ!' p の流出が少ない.またウランは容易I'C回収でき、かつJ1 pは少

量のセルロースI'C濃織吸着される.
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87 燐酸ジルコニウム無機イオン交換{本の研究 (第 1報)
ZTR∞H四MPHO血A哩 INOR倒NICION -EXCH1.N回附句RI処(1 ) 

三菱原子力工業株式会社

研究所

0 
杉本一六， 大沢安隆， 前川立夫

kammgTomomfya田七akaOSAHA， Tatsuo MAEKA"叫

多塩基酸 b よび加水性多価陽イオン K よって生成された不溶性の酸塩 Kは優れたイオ

ン交換性を有 するものが多く，なかでもジ Jレコニクム，チタン，トリウム等の燐酸塩，

枇酸塩，タングステン酸塩等はその代表的主主酸塩と考えられている。とれらの酸塩よ b

生成されたイオン交換体は無機物質の持つ特性 K ょb高温，高圧並び K放射線下f'L:J>~い

ても有効なイオン交換性を示すととが予想 され，廃液処王室や軽水又は重水冷却材の浄化

等 K広〈 刺 用 されるととが期待される。

演者らは P W R をたは B W R 等 の 原 子 炉冷却材の浄化処理装置として特 VC，高温，高

圧下で放射能の 除 染 並 び K冷却材の浄化 K使用できる無機イ I ン交換体の製造及びその

適 用性について研究しているが， ζ 』 では燐酸ジノレコニウム陽イオン交換体 V(ついて，

とれの製造と常温常圧下で 08
137， Sr90， oe144， F・E 等 K対する除染係数並びにトレー

サーとしての測定を混えた種有の陽イオン vc対するイオン交換容量等について検討した

結果を報告する。燐酸ジルコニウム無機イオン交換体は製造条件であるジルコニウム塩

の種 類や 特 K燐酸ジノレコニウム沈澱の乾燥温度等 Kょ 9 ，イオン交換容量並びf'L高温高

圧 下の安定性が左 右される。すなわち，低温で乾燥したイオン交換体では強酸性スノレホ

ン駿型陽イオン交換樹脂よ bや L 低い交換容量が得られたが高温高圧下の安定性は悪〈

，高温で乾燥のイオン交換体は交換容量 は劣るが，高温高圧の安定性は良好であっ lた。

またとれらのイオン交換体 K対するイオンの撰択性は Li く Naく K ぐ Os，Mg く口&宇 Sr

く Ba となった。
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88 而寸杖射殺イ才境検体1::劇明石苛乞伽1.イ;r決喚体ヒLミ吟tIくア同/ffi唆塩
S七udieson Radia七エon-Proof工on-Exchangers.

Par七工.Syn他民icfl.み皿i且osilicate踊工on-iexch担 ger.

苦手周向学才女財化研 工島 111 秀作。長谷川圏考
Radioonemistry Research Lab. Kunubiko H田 egawa田 dTak却 obuShiokawa， 

Shizuoka Universi七y

耐放射殺イ才ン交換停として l主主とし τ令成需千考資夫換体tj(君えられ諸々捷察されてき

tA 寸き(こ3費者等 l芯令水 71レ~ J王主暖塩を令院しそ札を同いて lもEよく選択的lご濃

縮分権τ~ ~ごと凶器、 lこした j，) 令白1成礎体 と し Zの令水 7Jν さ/主主竣Z盆l二つ Hτ結

ノヨ検すす以ー=まフム

きず合政し1三令水ア 11.-~ )珪酸塩ぅ 150"'" 200メツシニL 今之の 0.3~ (事Z;j委主量)t 1.26 

dパ1日仰のカラムと LJ lヨ't~ !トレすーとして漏出曲線E求めJ その曲線t/?交瑛容量
左検討し E。

更に令水ア i レ~.... )主圭暖ti~ 同禄号カラム{こ 137C~U の pH 6ヲ溶説更を通しそ今一定菅E
交捜b長著さl:t.， ご札に揮耕生t革で有 3浦暖ア〉モ z ウム， r:匡イビア〉モユウ'-1，正よぴ昨較

7~モニウ久の諸々今濃度匂う容液左開いてモ勺溶滞在E執‘みら。之うれE1紗伊線語、う淵唆
アシモニウ内カザヨ容融堤と L(_I手最北すぐ札J そφlN溶液1::よリ袖&p:宮路丈lご溶栓t仇3。

尚， 令F水にアわIルレバと ノバ圭盟初 φ汐デ 41陪志i通重
スト交喚体今 1叩q イ侍官昔左浪入し τ 方ラ 4~ 作舟W、Lしノ情翠 1.Z'fi1Qんil'!1こ奇いて討結果乏得E"

h言己実鞍lこよフ τ令水ア Jレさノ珪暖埠の交喚容量 l事，交換俸ユ~ (乾培)tこ均し改 62

悦勺ざ再 y，モ〉モリ口ナイト竿同柔完走走市物|ご比 L豹zf告の交手受容i-左礼っと交礎体と

い主ごと珍「ずき君。

又 βhの溶融{まヨ稽川急今溶予定勾犠変ユ N~ 時\， f-:場合 137C.， の熔法寺It)文黍ヲ和くとい/

，，\プルtt孔手Ij周できい1湖駁ア〉乙ユウムによフ τ最義今季苦*司\"~，専ら Lれてい S 。更 l三三のえ
喚俸によリ{世~0核稽よりウ句評勾分前五拭‘み色。

湾、車庫吹
4子t容~決量[::ゐ lナヨ 4容均苧(% ) 

10 1t!~ lbm~ 20>>l.e 26'rr¥R. jO Il\~ 

lN NH4CQ 33.1 ワ3.2 80.4 85.0 86.'2. 

lN N I+4NO~ 78.2 q 1.8 Cf4.6 q 7.0 97.b 

比日μH30ι 竺い {， 5. (; 可5.乙 84:1 

1)世 111:孝信，八木益事，鈴木町友好， l:z.回喋与万三〉ポジワ q鞍文集I vo~ :3) 4g， 
( 13 -25")， (l 'f S'Z ) 
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89 夏、取身寸任イや夫理体1;:，願了主府九，そ")2.わしミ ιウ向，7>，}/-.テ〉申鞍fι吻交子炉
udiiiii . on可iadiat ・ of工onCsXch担 gers.

PartlI. Al阻むlI四回dTungsten Oxides剖工on-Exch出 ger.

静岡丈守伊射すヒ珂

Radiocnemis七ryResearch Lab. 
Shizuoka Unive~si七y

。士革11/孝信，三度多~L ザ\主 f，近森t寧美長1Jr作夢
Tak田 0凶 Shibkawa，1七s由 achiroHa'七aye，Hiroyoshi Kondo， 

国ldS品也.0Nagafune. 

由引金お‘ t'1ノt、ア lν ガ 1)'1も l プれれお夜1=対して毛菱重洛院で巧~ 7 Jレさニウ《あ‘ょが、?> 7" 

又テンの吃れぞれタ酸化物左と y上 lナ7ラ。そ 1マ手華々な条件の下{::調製処理されち之のヲ

肉がちイ才シ交礎体と Lての B的に通し?と北の芝えう7}う Na.-22， Cs-13ワ志、ょ v-"Cct-451:: 

よリ究機豆度，周窓昔写その特性主持討l1三。史lご吃れらによる 2，.3引税む令緯E黄み
1王。

1.アルミウム暖化物

ïp~:Rのク匂マトグ‘ラ有一周活〆陣 71ν ミナ l:t交売を容量ifh あ、いて T 分てな"柱め特lこ試‘作
品友明¥I 1と。詰イhも番号 R-3，R-5， R戸 7，R-1 1まU わゆが岳地度 l土砂川 "tl志 R-3，を表
穴ヒ lご勾 ll/Jbl、(::な 3.1れはみがけよ吃今ナトリウム令量(R -3: o. 11 % ; R -1 : 

α06 % )今 )1/要と一致.t I イオシ交換体と l て今全検容量 t ま b ごの I!/~ てu巧~ 0 

号法3然有lご誌、 ¥1て|ま交硬lま返s、lコ進行¥.，交瑛容量は pHの上弔ヒ共 lこ下営丈す S。そ l

τpH 1に高、 ¥1て R-3 交換体 1'} 1ごついて CfA.の Ql守h1e~ 互交換喰着す 3 。こけL はキ具足
場同ア lレミナの約2イ音値で巧 3。完嘆吸着力 td:Cs<.N a，く Ca..の "J~ "i、 0.1 N 1:.孟イヒアシモニウ

《溶液によ V-t水ぞれ溶能主札3。
2. jシプ、ス Tシ暖化物

着々 の条イ千ピ¥淀殺させた W03!高温灼熱 L \_f.与うれ 3緑色域化物(丈師会の壬句仲良~:
Id: wzOs-と強定ざνtt~ )がイ才〉夫礎体としつ育勾で考五三と E見出 l，その調製法と咲}三イ

オシ安母体ιLて勺特姓主不全討Lt'-=-0 この縁部変化物lまア)v方!J1:::. t要注塔τ溶わ'~z>ll\手くJ
交唆本宝 l本 C$-1ヨワ 1:: よ昔完験i三よれば前~のア lレをナ l士比したで考七万ラ内清 1:: よリ
2/3不安積今会総t1孟イヒア〉モ=ウムf今干軍1警本主1盤、本決lユよツ吉町内7三。
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ー{， 支隊ゾ JYVス主ぶといよる 11<.:重文化坊の呉 3吃T・ll， 5"()ι /00勾/-t.の糸加毒 γ/1/.モミーぷ科 9~
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予丘;ょ;「F仇何?宝?れわ F;:' ..ρ ドサ L' 1~ '* t' 'iI' 村 長中F J ，れわ t骨地

主才、 F干の平日 11女史ら h 品ム 判。ι ハi'Ur il 'ι ぷ;1/'& '，v t. ". 1:.イ色 jまぬの 1，~ 1'1 /'手リ ii}{'- ， ，~ '''~ t.，: 
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816 プロモフオルム抽出法によるP-32の製造

Preparation of P-32 by Bromoform Extraction Me七hod

日本原子力研究所
RI製造工場準備室

0 中村治人新井隆正

Haru七oKa.l{amura and ~，i tumasa Arai 

P-32CD製法の一方法として中性子照射したイオウをブロモフオルム K溶解し、アンモ=ャ水で

抽出する方法Kついて検討したo ~ 3回アイソトープ会議で C82vc.溶解しアンモエヤ水で抽出する方法

Kついて報告したが、 C81法は C8.の揮発性大で火災を起しやすい火点を持つ。プロモフオルムは不

燃性ではあるが、常温Kかけるイオウの溶解度が少さい。従って温度を 80'C 前後κ上げ溶解度を上

昇さぜるととを試みた。との状態では約 2，fV . .tαlBraの溶解度を持つ。中性子照射したイオウを 8加

で 20'8/10.咽Br.の渡度K溶解し、 2N のアンモエヤ水 20 ・4 で抽出すると、約型5~ の p-32 が

水層中に移る。 ζの抽出液に硝酸ランタンを加え p-32を Laの水酸化物と共沈きぜる。との時の

P-32 の共沈率は約 90~ である。水酸化ランタンの沈綾を O. 1 N境酸 K溶解し、 E型陽イオン焚

d換樹脂K通して精製した。との聞にがける損失は僅少であった。精製 p-32i;-よぴ La共沈の時の

ろ液を 2N硝酸で飽和した nーブタノールを展開剤としてクロラマトグラフ法で検査した所、 pol-

以外K精製 P-32t'Cかいては約 1~、ろ液1'Ci;-いては約 2/3 の P-32が最上端まで上昇した。精

製 P-321'C硝酸と硫酸を加え加熱燕発したものについてクロマトグラフを行うと上記物質は検出さ

れ念い。従って P-3 2含有の有機物質が形成されるものと推察される。

以上の締呆よ bプロモフオルム法は不燃性であるという長所はあるが、加温溶解を必要とするとと

精製した P-3 2中Kは pot以外の有機性 P-3 2と恩われる化学形が存在するので、とれを分解

する必要がある。
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817 ペシゼン一 町6の 新 令53QZ去
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818 8'-Hがr吋~'Ú 1'tOLl孔ι の会ゑ錆温のホヴトアトム戸来 1:: ゥ l) (' (￥の 3) 

Hot Atom E汀邑巳お寸 M.e.to..LComFLexes ザg--H0rox~~叫孔oL i，叩 (:UIJ 

日本原予力研亮片
う毎走原 官
H~rosh~ Ehi.!w.y-，仇

目的

前報 1=ひき司イさ島比放射能のラジオアイソトーデ主製進す 3目的で 8"-Np.rox料品九oLし悦

(オキシン'clll告-7;Jの金晶錯塩If)i↑工、ソトアトム効来 lごつい 77t矛先 l色。今l同l;t:パヲジウムI 1)'l 

'1ウム合よ'〆クロム/>0ヴ"'7行つ在官喋4結果 1=つけ 7萩l音寸 L

肯ぅ去

J結晶71くを隊去したオキシン晶1::尿与が¥， 1“中性子照、射 tL I 三れを A撤接楳1""三事静 L7 

T昔1<CIi pH佐内線維f来5夜ヒ振七う ll l'尋局 t1)青島 LI それ廷内れの放射能主訓史 1t 宅内値か

ら柑虫キ y(官)主弘 Lt-:..。ま長柚点し在帯づ?につ L''( lま半端期七 r-線スぺク十 lレを詞ぺ， I司

時1=比色史壱議(刀、 1)ウム町場合 lまI蛍壮令祈法)1ごょっ7. '1町中 1= 存在す ~4Æ. イオシ町小宮

1sKめ謀格係数E左草出 L柱

結果

(109同1 Iぞラよりム内木、ソトアトム介僻l二!到 1?民 7ーゲ1吋ト1:: I 7ペラジウムの 7

fロぅアエシ錯乱主嗣ぃ T喫号貫主行った仔')iI¥‘すてu1::報止まされて L';>..オ守乙シ-JA1= I均す 3

'1<蝶1-=よれば‘pH4-1= ちいて Y=2Z~23 ゲ。/ ま"f-1"-N~tros仙限内L(lnl[~)1，e ¥::上寺比企良量値川

法縮保連主主計草す~ t， E=μ。.-v"30 ヒu うイ直主持to..

C72(roJ 声、， 1)のムにつけ L1.バラジウム η 場谷 t1司仁、若者/::ょっ τフグロシアニシ錯主主
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tてず‘d‘ i法止 P凶トH{値直~ .;長そ l二増大 L1ド:卜アン毛ユア y水'k/に乞 τy=之/μ'"'-'2((...弘I 1 N-水面Mヒすトリウム 1:1ぽ弘前
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9ιUo . .teのl営企¥"よる定量主行なし、 r こめ偉から E=之ft-OO~2rρo ¥::"ぅ値 t件存・

("l(r J ケロムのホットアトム効果 r= つ H ては~-ゲット lごク ρ 向酸塩等主 l有 L' t::伊IJは

すれτ 紋争く報/まされてい~. Lか Lク /JA の高機イヒイと物を lト 1 何 r'llt教が、ケ江ヘこ円

安蝶て、 1;):9ーケ1ツト 1=1;J:.. b傾向クロ 4 jJ、らイ下ったオキシン怠左 i宥いノ令書生内部分の S1Cr

の原字幅教の合弁主調べ‘ t。ヲ昼楳i土ク lコロホ lレム kアニリンを|宥い T柑出主行な uノク口

ロホ jレムの場令 fH ワ 1=τ Y=/t"'-'I?O/o ノ ε =900~ I1DO) ま T三アニ\)ン内場令 1 ;1:" I司じ pH値ず y=

8"，1 ~灯%， E= 手之口~Sf!.O であっ1=. ま t~ 3イiiTK b イ居内叱は軸~宇!の I' H値 1= よづ7. l土亮まリ
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をす~ 'c宅内 ~O仏までが 3 伊 k なっ τ イ?齢芝れ 3 二 t が不全れ拝。
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